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南インド、ケララ・コンダライト帯の泥質グラニュライトから初めて確
認された藍晶石

Kyanite newly found in pelitic granulite from Kerala Khondalite Belt,
southern India
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インドの南端部は、かつて、スリランカとともに南極の昭和基地周辺地域に隣接し、原生代末期
ないし古生代初期の東・西ゴンドワナ大陸の縫合帯縁辺部に位置していた。これまでの研究か
ら、南極昭和基地周辺地域（リュツォ・ホルム岩体）およびスリランカ（ハイランド岩体）に産
出する泥質グラニュライトでは、もっとも普遍的で安定な相である珪線石に加えてザクロ石等に
包有された残晶状の藍晶石と後退変成時に生成した紅柱石が見出されており、それがこれらの岩
体の特徴になっていた。一方、南インドのグラニュライト相地域（ケララ・コンダライト帯）か
らはこれらの鉱物は報告されていなかった。そこで、多数の薄片を検鏡して探査した結果、まず
紅柱石が見出され（加藤ら、2009）、次いで藍晶石も確認された。しかし、今回確認された藍晶
石は極めてまれで、変質した菫青石中の他形・微細粒であり、南極やスリランカのものとは産状
が異なる。その原因を含めて、南インドにおける藍晶石出現の意味を考察する。

キーワード:藍晶石,紅柱石,珪線石,泥質グラニュライト,南インド,ゴンドワナ

Keywords: kyanite, andalusite, sillimanite, pelitic granulite, southern India, Gondwana


